
（２）宮代町教育の主な動き（平成３０年９月～平成３１年３月）

■平成30年度交通安全優良学校表彰の受賞について

交通安全活動を積極的に推進し、事故防止に顕著な功績のある学校として 9 月 14 日(金)百

間中学校が埼玉県交通安全協会から表彰されました。

■第46回町民体育祭について

10月 7日(日)、ぐるる宮代を会場に、町民体育祭を開催しました。

当日は台風一過の秋晴れの下、41 地区、16 チームの参加による玉入れや大縄跳びなどの地

区対抗競技のほか、宮代で一番速い人を決めるレースやお昼休みには宮代音頭とキラキラ体操

が行われ、地区の親睦を深めるとともに、健康増進につながる体育祭となりました。

今回から予備日を設けての開催となりましたが、天候に恵まれ、当初の予定通りに開催する

ことができました。

■島村盛助を顕彰する英語活動発表の開催について

小学校6年生、中学校２年生の全児童生徒を対象として、郷土の偉人「島村盛助を顕彰する

英語活動発表」を各中学校区で開催(須賀中学校区10月 9日、百間中学校区11月 12日、前原

中学校区10月 4日)しました。

中学生代表生徒のスピーチや小中学生の英語による交流活動を行い、日頃の英語の学習成果

を発表しました。

■特別展「明治時代の宮代町」の開催について

10月27日(土)から12月24日(月)にかけて、郷土資料館において、特別展を開催しました。

今年は、明治元年から満150年の年にあたることから、幕末から明治にかけて大きく変貌し

ていく中での宮代町域における変化やそれを人々がどのように受け入れていったのかを紹介

しました。

また、11 月 10 日(土)には、時代考証学会の会長であり、ドラマ「西郷どん」の時代考証を

担当された東京学芸大学副学長の大石学氏による特別講演会「『西郷どん』とその時代」を開

催しました。黒船来航から明治維新にいたるまでを中心とした社会や政治、人々の暮らしの変

化について、時代考証裏話を交えた講義をいただきました。

■平成30年度 埼玉・教育ふれあい賞の受賞について

学校・家庭・地域が一体となった子供たちの育成について、優れた取組を実践している学校

として10月 28日(日)須賀小学校が埼玉県から表彰されました。

須賀小学校では、『地域と共に創る「行き甲斐、居甲斐、やり甲斐」のある元気な学校』づ

くりを目指し、地域住民や保護者の方々から学習支援や図書、環境整備等、各種ボランティア

活動の御協力を得て、教育活動の一層の充実を図っています。
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■「出前かけっこ教室」の開催について

10 月 29 日(月)、百間小学校において、陸上 400 メートル日本新記録保持者でバルセロナな

ど3度の五輪出場経験がある東海大学教授の高野進さんを招き「出前かけっこ教室」を開催し

ました。

小学校5年生及び6年生138人を対象に、走り方や運動の大切さなど、実技を交えて指導を

いただきました。(11月 5日の埼玉新聞に掲載)

■平成30年度学校給食調理コンクールで「協賛団体賞」を受賞

「学校給食調理コンクール」は、学校給食の食に関する指導の充実や食事内容の充実・向上

等を目的に昭和53年から毎年、埼玉県教育委員会などが主催で開催され、「自由献立部門」へ

参加した宮代町教育委員会は、「協賛団体賞」を受賞しました。

11月 2日(金)にさいたま市民会館うらわで授賞式が行われました。

■第40回宮代町民文化祭について

11月 2日(金)から11月 5日(月)までの4日間、進修館を会場に、「宮代町民文化祭」を開催

しました。

今年度は、舞台発表の部に約1，440人、作品展示の部に約1，750人の参加をいただきました。

11月 4日(日)の文化公演会では、軽妙なトークを交えた楽しいコンサートが人気の青島広志

さんをお迎えし、「青島広志の楽しい音楽会」を開催しました。

■第72回全日本学生音楽コンクール全国大会（ピアノ部門）について

12月 1日（土）、横浜みなとみらいホールにおいて、「第72回全日本学生音楽コンクール全

国大会in横浜」が開催されました。ピアノ部門中学校の部に出場した百間中学校１年生の生

徒が第２位の成績を収めました。

■第35回宮代町綱引大会について

12月 2日（日）、ぐるる宮代メインアリーナにおいて、第35回宮代町綱引大会を開催し、

小学生の部23チーム、ミックスの部（中学生以上）6チーム 計299人が参加しました。

■宮代町人権作文発表会の開催について

12月 6日（木）、百間小学校において、宮代町人権作文発表会を開催しました。

小学３年生から中学３年生まで、計７名の代表児童生徒が人権作文を発表しました。当日は

百間小学校の児童・宮代町人権教育推進委員も参加し、作文発表やDVD視聴を通して人権につ

いて考えました。

■平成30年度県民の日記念絵画コンクール

昭和46年に「埼玉県民の日」が制定されてから、県民の日を記念して県内の小中学生から

絵画作品を募集し、優秀作品を表彰するコンクールが行われています。

このコンクールの審査結果が昨年12月に発表され、笠原小学校1年生の児童が県知事賞受

賞の成績を収めました。



■ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金

小中学校のエアコン設置に活用できる、補助金の内定を 12 月に受けました。小中学校の特別教

室へエアコンを導入し、快適な教育環境を実現します。（Ｈ３１に繰越）

■第22回図書館を使った調べる学習コンクール

第22回図書館を使った調べる学習コンクール（公益財団法人図書館振興財団主催）におい

て、全国から応募された10万 7千を超える作品の中から、東小学校3年生及び笠原小学校3

年生の児童の作品が奨励賞を受賞しました。

■年少者スキー教室について

1 月 12 日（土）から 1月 13 日（日）までの日程で、栃木県の日光湯元スキー場において、小学

4年生から6年生を対象にした「年少者スキー教室」を開催し、149人が参加しました。

昨年度に引き続き、今年も十分な積雪に恵まれ、参加者は宮代町スキー連盟の指導員からレベルに

応じた実技指導を受け、雪に親しんだ2日間を過ごしました。

■平成31年宮代町成人式について

1月 13日（日）、進修館大ホールにおいて、「宮代町成人式」を開催しました。

当日は、新成人203人が参加され、新成人で構成する成人式実行委員会による企画・進行により、

恩師を招いたアトラクションや代表者による将来宣言などが行われました。

なお、対象の新成人は平成10年4月2日から平成11年4月1日に生まれた318人です。

■彩の国21世紀郷土かるた宮代大会について

1月 20日（日）、進修館大ホールにおいて、小学生による「彩の国21世紀郷土かるた大会」を開

催しました。

大会においては、埼玉県の名所・旧跡や文化・特産物などをテーマとした「彩の国 21 世紀郷土

かるた」を用いて、4人 1組の団体戦に 16チーム、個人戦には 11人の小学生が参加し、成績の上

位者は埼葛北大会や県大会の出場権が与えられました。

■第36回埼玉県綱引選手権大会について

1 月 20 日（日）、久喜市総合体育館において開催された第 36 回埼玉県綱引選手権大会において、

笠原小学校のチームが、小学生の部で3位となりました。

■第71回県書きぞめ中央展覧会について

県内の小中高生の書き初め作品を一堂に集めた「第71回県書きぞめ中央展覧会」が1月26

日（土）狭山市立入間川東小学校体育館で開催されました。

この展覧会では、3061点の力作が展示され、須賀小学校5年生の児童が県知事賞受賞の成

績を収めました。



■宮代町キッズエコサミットの開催について

1月 29日（火）、進修館において、宮代町キッズエコサミットを開催しました。

各小中学校において進めている環境問題解決を目指した取組の発表や宮代町こども環境会

議メンバーを中心に、町内小学校5・6年生との意見交換を行い、環境問題について考えを深

めました。

■企画展「道仏遺跡発掘出土品展」について

3 月 9日（土）から 5月 6日（月・祝）まで、郷土資料館では企画展として「道仏遺跡発掘出土

品展」を開催します。これは、平成 29 年度に行った道仏遺跡の発掘調査において、従前の調査成

果を超える貴重な遺物・遺構が数多く検出されたため、速報として紹介するものです。特筆すべき

資料としては、埼玉県東部地域では道仏地域だけで発見されている「韓式系軟質土器」が挙げられ

ます。

■歴史講座「埼玉東部の民俗 埼玉東部地区の祭礼行事」について

3月 17日（日）午後2時から、郷土資料館を会場に、白岡市教育委員会専門員であり、放送大学

講師の板垣時夫氏による歴史講座として、埼玉東部地区の祭礼行事について講義していただきます。

板垣氏による歴史講座は今年で3年目（3回目）となります。

■教育だより「みやしろ」の発行

宮代町教育委員会の方針及びその実施成果を地域住民に伝えることで、教育活動に対する理

解を高めことを目的として、教育だより「みやしろ」を発行しています。第 4 号を広報みやしろ 4

月号にあわせて、全戸配布する予定です。


